
会場アクセス 
地下鉄：丸太町駅 2番出口･今出川駅 6 番出口から徒歩 8 分 

タクシー：JR京都駅から約 15分/阪急烏丸駅から約 10 分 

A コースは、著作権関連部署の新人教育、従事されている方の知識・情報の再確認や復習に、あるいは著作権制度を基礎から学

びたい方にお役立ていただけます。B コースは、日ごろから著作権関連業務に携わり、より知識・情報を必要とされている方などを

対象としています。両コースとも 2 日間の集中講座ですが、A コースは、１日目のみの受講が可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  
● 開催日  10 月3 日(木)～4 日(金) 
● 会 場  京都ガーデンパレス 

京都市上京区烏丸通下長者町上ル龍前町 605 
電話 075-411-0111 

● 定 員  100 名（定員になり次第締切） 
 

● 参加費         （1 名：消費税を含みます） 

 

 

 

● 申込期限  9 月20 日(金)  

 

A B 

12:30 受 付 開 始 

13:00 
▼ 

15:00 

｢著作権制度の基礎を学ぶ 

～著作物の利用における注意点を中心に～｣① 

高瀬 亜富 氏  

内田・鮫島法律事務所 弁護士 

13:00 
▼ 

15:00 

｢様々な映像製作／制作における 

権利処理上の注意点｣ 

小林 利明 氏  

骨董通り法律事務所 弁護士 

Coffee Break  ※コーヒー・紅茶をご用意いたします 

15:20 
▼ 

17:20 

｢著作権制度の基礎を学ぶ 

～著作物の利用における注意点を中心に～｣② 

高瀬 亜富 氏  

内田・鮫島法律事務所 弁護士 

15:20 
▼ 

17:20 

｢音楽ビジネスの変容と著作権｣ 

市村 直也 氏  

橋元綜合法律事務所 弁護士 

※A・B コース共通となります 

 9:30 受 付 開 始

10:00 
▼ 

12:00 

｢最近の著作権裁判例について｣ 

大門 宏一郎 氏 

大阪地方裁判所 民事第 26・21 部 裁判官 

Lunch  ※昼食（お弁当）をご用意いたします 

13:00 
▼ 

15:00 

｢インターネットビジネスにおける著作物の利用の注意点｣ 

前田 哲男 氏  

染井・前田・中川法律事務所 弁護士 

映像、音楽、インターネットなどのエンタテインメントビジネスでは、著作物を利用する場面において、各分野
に共通する、あるいはその分野に特有の注意すべき事項が存在しています。 
本講座では、それらの注意点について、エンタテインメントビジネスの実務に携わっておられる弁護士と著作権

に関する事件を担当されている裁判官をお迎えし、解説していただきます。 

コース A（2日間） B（2日間） A（１日目のみ） 

会 員 34,000 円 20,000 円 

一 般 42,000 円 25,000 円 

 

A コースは１日目
のみの受講も可
能です！ 

 

公益社団法人 著作権情報センター 
COPYRIGHT RESEARCH AND INFORMATION CENTER  



＜お知らせ＞ 

当日は会場にて CRIC 発行の著作権関連書籍を割引販売いたしますので、 

ご興味のある方は是非この機会にお買い求めください！ 

 

～講師・講義内容紹介～ 

A コース：著作権制度の基礎を学ぶ～著作物の利用における注意点を中心に～

 

 

 

 

 

 
  

本講座では、著作物の利用にあたり留意するべき点について、裁

判例や世間の注目を集めた事例を参考に、著作権法の基礎から説

明します。 

著作権による保護を受ける「著作物」とはどのようなものか、ど

こまで類似していれば著作権法上違法と評価されるのか、「引用」

等の規定により自由に利用できるのはどのような場合か、著作者

人格権についてはどのような点に留意すべきか等について、具体

例を踏まえて検討してみましょう。 

 

 

《 《 《 講 義 内 容 （予 定） 》 》 》 

1 著作権法の重要性 

2 著作物とは？ 

3 著作物の「利用」と「使用」 

4 権利制限規定とは？ 

5 著作者人格権とは？ 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 略   歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

2007：北海道大学法科大学院修了 

2008：弁護士登録（東京弁護士会） 

2013：弁護士法人内田・鮫島法律事務所入所 

現在、デジタルハリウッド大学非常勤講師 

株式会社るーみっくプロダクション取締役 

一般社団法人国際コンピュータ利用監査教育協会監事 

● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書・論 文 ● ● ● ● ● ● ● ● 

・『ITビジネスの契約実務』（共著/商事法務/2017） 

・『ロジスティクス知的財産法Ⅱ 著作権法』（共著/信山社/2014） 

・『著作権法コンメンタール』（共著/レクシスネクシス/2013） 

B コース：様々な映像製作／制作における権利処理上の注意点  
     

 

 

 

 

 
 
 
  
 

著作権法上の「映画の著作物」には、実写／アニメ／ゲーム、映

画／放送番組／TVCMなど、様々なものが含まれます。本講座で

は、映像製作／制作関連業務従事者を念頭に、著作権法上の原則

を再確認しつつ、業界を問わず共通する、あるいは特定の業界で

問題となりやすい権利処理上の注意点を取り上げたいと思いま

す。 

《 《 《 講 義 内 容 （予 定） 》 》 》 

1 映像作品と著作権法上の位置づけの再確認 

2 映像製作／制作に関係する権利者たち 

3 映像製作／制作一般に必要な権利処理と権利処理が不要な場合 

4 オリジナル映像作品製作／制作時の権利処理上の注意点 

5 原作（原案）がある場合の権利処理上の注意点 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 略   歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

2004：東京大学法学部卒業 

2006：慶應義塾大学法科大学院修了 

2007：弁護士登録（第一東京弁護士会）、長島・大野・常松法律事務所

入所 

2013：ニューヨーク大学ロースクール修了（LL.M.） 

2014：骨董通り法律事務所入所 

2016～2017：放送番組制作会社に部分出向 

2018～：総合エンタテインメントグループ企業に部分出向 

現在、東京藝術大学・神戸大学大学院非常勤講師 

国際バスケットボール連盟公認代理人 

● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書・論 文 ● ● ● ● ● ● ● ● 

・「『デレブ』のパブリシティ権」（『ジュリストNo.1529』/有斐閣/2019） 

・「ドキュメンタリー映画での報道映像の引用」（『ジュリストNo.1522』 

/有斐閣/2018） 

・「デジタルアーカイブ利活用と著作権等」（共著/『アド・スタディーズVol.60』

/ 2017） 

・「スポーツ選手の権利とは何か」（共著/『法学教室No.432』/有斐閣/2016） 

・「米国におけるコピーライト・トロールの活動実態と日本への示唆」（共著/

『知財研フォーラム101号』/2015） 

 

内田・鮫島法律事務所 

弁護士 

 

骨董通り法律事務所 

弁護士 

 

高瀬 富 
 
 

林 利明 

「音楽ビジネスの著作権（第 2 版）」 

（著者：前田哲男・谷口元／編者：福井健策） 

定価（本体 2,500 円+税） 好評発売中！ 



 

B コース：音楽ビジネスの変容と著作権

 

 

 

 

 
      
音楽ビジネスの中心は、パッケージの販売から、ネット配信へ、そ

して、ストリーミングに変化してきている。このような変化に伴い、

音楽ビジネスをめぐる権利者の関わり方や、収入構造がどのように

変化するのか。また、ストリーミング市場の拡大が著作権者にどの

ような影響を与えているのか。諸外国の動向を交えて検討する。 
  

《 《 《 講 義 内 容 （予 定） 》 》 》 

1 音楽業界の概況 

2 音楽ビジネスに関わる３つの権利 

3 音楽ビジネスの変容と収益配分の問題点 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 略   歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

1981：早稲田大学法学部卒業 

    日本音楽著作権協会（JASRAC）入社 

1998：同社退社 

    司法研修所入所 

2000：弁護士登録 

2010：金沢工業大学大学院教授 

● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書・論 文 ● ● ● ● ● ● ● ● 

・『コンテンツ・ビジネスと著作権法の実務』（共著/三共法規出版/2015） 

・「出版における保護期間経過後の著作物等の利用」（『出版をめぐる法

的課題－その理論と実務』/日本評論社/2015） 

・「デザインと著作権」（『NBL1020号』/商事法務/2013） 

・『実演家概論 権利の発展と未来への道』（共著/勁草書房/2013） 

・「３DCGと著作権」（『NBL964号』/商事法務/2011） 

・『判例でみる音楽著作権訴訟の論点６０講』（共著/日本評論社/2010） 

・『JASRAC概論 音楽著作権の法と管理』（共著/日本評論社/2009）ほか 

A・B コース共通：最近の著作権裁判例について 
                         

最近のエンタテインメントビジネス等に関連する著作権裁判例に

ついて、従前の議論を踏まえながら、裁判所の判断のポイント等

を解説します。 

 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 略   歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

2005：京都大学法学部卒業 

2007：任官（大津地方裁判所） 

2010~2017：大阪法務局訟務部、神戸地家裁姫路支部、熊本地家裁 

2017：大阪地裁民事第 26・21部（知的財産権部） 

● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書・論 文 ● ● ● ● ● ● ● ● 

・「建物の設計者，施工者又は工事監理者が，建築された建物の瑕疵に

より生命，身体又は財産を侵害された者に対し不法行為責任を負う場

合」（『別冊判例タイムズNo.29』/判例タイムズ社/2010） 

・「差止請求において地理的範囲・時的範囲が問題となる場合の主文の

あり方」（共著/『L&T別冊知的財産紛争の最前線No.4』/民事法研究会

/2018） 

A・B コース共通：インターネットビジネスにおける著作物の利用の注意点 

  
                   

インターネットビジネスはもとより、それ以外の一般的なビジネ

スにおいても、ウェブサイトやＳＮＳなどに、あるいはリアルの

世の中で身の回りに散在しているコンテンツ/情報を収集・集積等

して利用することが多い。どのようなコンテンツ/情報を、どのよ

うな方法・態様であれば自由に利用できるのかを考えてみたい。 

《 《 《 講 義 内 容 （予 定） 》 》 》 

1 著作権法による保護を受けないコンテンツ 

2 著作権法に基づく権利の対象とならない利用 

3 権利制限規定によりＯＫとなる利用 

4 著作権侵害にならないが一般不法行為になる場合 

5 肖像権・パブリシティ権 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 略   歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

1985：東京大学法学部卒業 

1987：弁護士登録（第二東京弁護士会） 

1995：著作権審議会専門委員 

2002～：文化審議会著作権分科会専門委員・臨時委員 

● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書・論 文 ● ● ● ● ● ● ● ● 

・『音楽ビジネスの著作権（第 2版）』（共著/CRIC/2016） 

・「『引用』の抗弁について」（『コピライトNo.680』/CRIC/2017） 

・「翻案の概念」野村豊弘先生古稀記念論文集（『知的財産・コンピュー

タと法』/商事法務/2016） 

・『著作権法コンメンタール[第 2版]』（分担執筆/勁草書房/2015） 

・「著作権・著作隣接権の存続期間をめぐって」（『コピライト No.640』

/CRIC/2014） 

・「複合的な性格を持つ著作物について」牧野利秋先生傘寿記念論文

集（『知的財産権-法理と提言』/青林書院/2013） 

・「『写り込み』等に係る規定の整備」（『ジュリストNo.1449』/有斐閣/2013） 

大阪地方裁判所 

民事第 26・21 部 裁判官 

大門 宏一  
 

橋元綜合法律事務所 

弁護士 

市村 也 

染井・前田・中川法律事務所 

弁護士 

 

前 哲男 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記のとおり「著作権ビジネス講座」（京都）への参加を申し込みます。 

● 申 込 者                      申込日：   年   月   日 

法人名または個人名  部署名・担当者名  

住 所 〒 

電話番号  FAX 番号  

e-mail  ※いずれかにチェック☑してください 

□CRIC 会員 ・ □一般 

参加人数 名 
※弁理士の方のみ、いずれかにチェック☑してください 

受講証明書発行を □希望する（登録番号[      ]）・□希望しない 

この講座を何で 

知りましたか？ 

□開催案内 DM □勤務先の勧め □CRIC のホームページ □CRIC の Facebook 

□CRIC のメルマガ □コピライト誌 □著作権研究会 □その他（        ） 

● 参 加 者（参加コースに○をしてください） 
 参 加 者 名 部 署 名 ３コースのいずれかをご選択ください 

①  
  A 

（２日間） 
B 

（２日間） 
A 

（１日目のみ） 

②  
  A 

（２日間） 
B 

（２日間） 
A 

（１日目のみ） 

③  
  A 

（２日間） 
B 

（２日間） 
A 

（１日目のみ） 

④  
  A 

（２日間） 
B 

（２日間）  
A 

（１日目のみ） 
 
備考・特記事項（ご意見・ご要望などがございましたら、ご記入ください。） 

 
 

申 込 要 領 ・ ご 注 意 等 

満席が予想されますので、お早めにお申し込みください 

○ お申込受付は先着順とし、定員になり次第締め切ります。 

○ お申込受付後、「受講票」と「請求書」を郵送いたします。 

○ お申込み後、10 日間を経過しても受講票等が届かない場合に
は、ご一報ください。 

○ 参加費は、請求書記載の銀行口座へお振込みください。 

（当日会場でのお支払いはできません）。 

○ 払込金受領証をもって領収証に代えさせていただきます。 

 

 

○ キャンセルによる返金および他の講座への振替はできません
（代理出席は可能です）。 

○ ご参加の際は、必ず受講票をご持参ください。 

○ 欠席された方には、当日の資料を後日お送りいたします。 

＊ CRICは、日本弁理士会の継続研修の外部機関として認定され

ており、この講座は、日本弁理士会の継続研修として申請中で

す。この講座を受講し所定の申請をすると、外部機関研修とし

て受講講座に応じた単位が認められる予定です。 

お問合せ先 公益社団法人著作権情報センター（CRIC） TEL 03-5309-2421 FAX 03-5354-6435 

〒164-0012 東京都中野区本町 1-32-2 ハーモニータワー22F 

 

 

 

＊ 会場内での写真・ビデオ撮影、録音は固くお断りしております。予めご了承ください。 
＊ お知らせいただいた個人情報は、本研究会の運営、及び当センターが実施する事業（講座・セミナーの開催や書籍の発行など）のご案内のために必要な範囲以外では利用いたしません。 

当センター主催のセミナーや、新刊書籍などの情報をお送りするメールマガジンサービスを行っています。 

配信をご希望の方は、こちら http://www.cric.or.jp/magazine/index.html から登録をお願いします。 

お申込みはこちらのフォームからお願いします。 

http://www.cric.or.jp/seminar/form.html 

（FAX でもお申込みいただけます） 

参 加 申 込 書（ＦＡＸ用：03-5354-6435） 

http://www.cric.or.jp/magazine/index.html
http://www.cric.or.jp/seminar/form.html

